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参加者番号 参加者名
００１ 。
００７ 平田晃久建築設計事務所
０１０ 遠藤克彦建築研究所・ 設計共同体
０１２ 妹島和世建築設計事務所
０２１ 株式会社石本建築事務所

株式会社畝森泰行建築設計事務所
企業組合針谷建築事務所

０２２ ・アイダアトリエ・日建設計（エンジニアリング）設計企業体
 

 

 

 

参加者番号 参加者名
００２ ・楠山・ 竹田設計共同体
００３ 西澤徹夫建築事務所・ 設計共同体
００４
００６ ㈱新居千秋都市建築設計・㈱高橋茂弥建築設計事務所新県立中央図書館整備

事業設計共同体
００８ （提案書掲載について承諾をいただけませんでした）
００９ 株式会社山本理顕設計工場
０１１ カワグチテイ建築計画
０１３ シーラカンスケイアンドエイチ株式会社
０１４ 一級建築士事務所 大西麻貴＋百田有希
０１５ （提案書掲載について承諾をいただけませんでした）
０１６ 御手洗龍建築設計事務所・松田平田設計設計共同体
０１７ 西沢立衛建築設計事務所
０１８ 隈研吾建築都市設計事務所・久米設計設計共同体
０１９ 坂茂建築設計・ 新建築研究所設計共同体
０２０ 株式会社高木滋生建築設計事務所

一級建築士事務所青山斉広建築設計事務所
株式会社 竹森紘臣一級建築士事務所

 

 ※参加者名は「掲載を希望する名称」とする 

 

参加者番号 参加者名
００１ 。
００７ 平田晃久建築設計事務所
０１０ 遠藤克彦建築研究所・ 設計共同体
０１２ 妹島和世建築設計事務所
０２１ 株式会社石本建築事務所

株式会社畝森泰行建築設計事務所
企業組合針谷建築事務所

０２２ ・アイダアトリエ・日建設計（エンジニアリング）設計共同体
 

 

 

 

参加者番号 参加者名
００２ ・楠山・ 竹田設計共同体
００３ 西澤徹夫建築事務所・ 設計共同体
００４
００６ ㈱新居千秋都市建築設計・㈱高橋茂弥建築設計事務所新県立中央図書館整備

事業設計共同体
００８ （提案書掲載について承諾をいただけませんでした）
００９ 株式会社山本理顕設計工場
０１１ カワグチテイ建築計画
０１３ シーラカンスケイアンドエイチ株式会社
０１４ 一級建築士事務所 大西麻貴＋百田有希
０１５ （提案書掲載について承諾をいただけませんでした）
０１６ 御手洗龍建築設計事務所・松田平田設計設計共同体
０１７ 西沢立衛建築設計事務所
０１８ 隈研吾建築都市設計事務所・久米設計設計共同体
０１９ 坂茂建築設計・ 新建築研究所設計共同体
０２０ 株式会社高木滋生建築設計事務所

一級建築士事務所青山斉広建築設計事務所
株式会社 竹森紘臣一級建築士事務所

 

 ※参加者名は「掲載を希望する名称」とする 

第 4章　参加者の技術提案書

4 .  参 加 者 の 技 術 提 案 書

4.1. １次参加者の技術提案書

1) 2 次審査進出者の技術提案書 2) その他の技術提案書
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第 4章　参加者の技術提案書

1. ともにつくり続ける場 3. 施設からまちへ　まちから世界へ2. 活動と情報の出会いを生む

JR 東静岡駅

緑地広場

グランシップ広場

タクシー乗り場

東静岡大橋

古代東海道

道ができる 文化が生まれる人が歩く

デジタルアーカイブ

活動履歴

SNS 郷土

図書葵文庫

人の居場所となる
アクティブプレート

施設と資料を守る
ラージフレーム

アーカイブコア
文化のサイクル
発信する

活動する

情報と出会う

情報に出会う

活動する

発信する

情報の創造

情報の保存
情報の活用

情報の抽出

生きた学びの蓄積 ふじのくに
新県立図書館

ポータルサイト

世界とつながる施設連携
SNS

ふじのくに
アーカイブ

葵文庫

おうだんくん
サーチ

電子図書
サービス

ムセイオン
静岡

1947 年：田畑

東海道

古代東海道
鉄道

グランシップ JR 東静岡駅

1966 年：鉄道敷 1997 年：駅前敷地 2020 年：駐車場

保存機能と活動の場が絡まり合う空間構成により、県立
図書館ならではの豊かな蔵書を常に感じながら、深い学
びや活動のできる空間を実現します。

道は人が歩くことから生まれます。より多くの人が歩く道では、往来
する人々を相手にした商売がおこり、やがて文化が育ちます。敷地に
ある古代東海道も様々な歴史の変遷を
経て、再びその姿を現そうとしていま
す。道とは、人々の営みが蓄積して出
来ていく１つの地形であると言えます。

活動と情報の多様な出
会いの場をつくること
で、人々が情報に出会
い、活動し、発信をす
る「文化のサイクル」
が生まれます。
人や資料や情報が絶えず流動する県立図
書館は、静岡ならではの生きた学びが集
積する場となります。

アクティブプレートで生まれた活動は、豊かな学びの
フィールドである「ふじのくに」全体へと展開します。
デジタルアーカイブなどの
ICT を活用した図書館サービ
スが、施設外での学びの活動
をバックアップします。

施設の内外で行われた活動の履歴は、デジタル情報とし
てアーカイブし、クラウドにより世界中に共有します。
郷土資料に加えて、みん
なでつくる活動の情報は、
静岡ならではの知の集積
となります。
多様化する社会の中で、
あらゆる興味を通じて静
岡と世界がつながる知の
玄関口となります。

活動と情報の動的な関係が「ふじのくに」の文化の履歴を地形のように形づくる文化の層としての新図書館

新図書館では、交流、学び、創造といった活
動によって生まれた情報やその履歴を、図書
やデジタル資料とともに目に見える形で、地
層のように積み上げます。将来にわたって県
民とともにつくりつづける、ここにしかない
地形のような場となることを目指します。

みんなの活動の蓄積がつくる文化の層がなす地形

人々の営みがつくる「道」という地形

県立の中枢である保存機能を
中央に据え、地形のように人
が寄り付くことのできる開か
れた設えとします。

■アーカイブコア（保存機能）

施設全体は、都市的なスケー
ルと時間軸を持つラージフ
レームによって、永い時間に
渡って施設を守ります。

■ラージフレーム（主骨格）

ラージフレームに、身体ス
ケールのアクティブプレート
を立体的に纏わりつかせ、活
動の場をつくります。

■アクティブプレート（居場所）

県立ならではの豊かな蔵書を常に感じる活動空間 絶え間ない文化のサイクルをつくる 「ふじのくに」全体を活動のフィールドとする

みんなでつくる地域の情報を世界に発信する

提案コンセプト

（様式８）技術提案書（表紙） 参加者番号 100

0 0 1 . M A R U 。 a r c h i t e c t u r e
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第 4章　参加者の技術提案書

グランシップ

JR 東静岡駅

新図書館

古代東海道

古代東海道テラス

緑地広場

ペデストリアンデッキ

富士山テラス

グランシップ広場
（将来公共施設）

アクティブプレート
が展開する

アクティブプレート
が展開する

南北の文化エリアが
つながる

ふじのくにエリアの
文化・情報・交通の発着点

富士山

駐車場
（将来民間施設）

アクティブプレート
が展開する

アーカイブコア

開架

オープンな
活動スペース

関連テーマの
資料・映像展示

子供向けの
ワークショップ

活用
展示

発信

オープンな場で
活動成果の発表

デジタル機器を
活用した調べ学習

街に開かれた
イベントスペース

開く書庫で
貴重書を閲覧

屋外に広がる
創作活動

アーカイブ

開架

テラス

テラス

資料が循環する図書館（今回提案）

従来の図書館
アクティブ アーカイブコア

開架

開架

閉架書庫

閉じる
書庫

開く
書庫

関心のある情報
がつながる

ポータルサイト

アーカイブ
コア 実空間

情報空間

拠り所となる
都市スケールの
ラージフレーム

人のスケールの
アクティブプレートが
周辺施設へと連続する

古代東海道 古代東海道

東静岡駅

新図書館民間施設
（将来）

ペデストリアン
デッキ

公共施設
（将来）

活動

開架

開架

開く書庫
アーカイブコア凡例

閉じる書庫

開架

活動

テラス

テラス

まちに
活動と情報を
ひらく

アーカイブ
コア

資料と活動
がつながる

内外がつながり
まちに活動と情報をひらく

開架と書庫
がつながる

開架 活動

活動
開架

テラス

テラス

アーカイブ
コア

調べる

1F

2F

2.5F

1.5F

3F

4F

5F

6F

利用フロア
管理フロア

交流スペース

交流スペース

駐輪場

BDS

BDS

交流スペース

テラス

テラス

テラス

ペデストリアン
デッキ

わかりやすい
利用者用 EV

利用者用階段

効率の良い
管理者用 EV

5.5F

支える

働く

発信する

読む

考える

育む

休む

知る

交流する

活動する

賑やか

静か

創造する

学ぶ

◀主出入口

主出入口▶

管理機能を集約

開く書庫

開く書庫

開く書庫

開く書庫

開く書庫

開く書庫

一般開架

一般開架

一般開架

児童開架

児童開架

閉じる書庫

閉じる書庫

閉じる書庫

閉じる書庫

地域資料

テラス
テラス

テラス

協力車
発着スペース

交流
スペース

交流
スペース

民間機能
事務室

直営管理機能
事務室

活動や情報を視覚化するファサードとアーカイブコア
テーマ 1 景観構成の一部となる計画地にふさわしい外観デザイン テーマ 2 新県立中央図書館整備計画に基づく新しい図書館像

・深い庇によって日射を制御することで透
明性の高い境界面をつくります。また、
テラスや庭を設け、屋外に活動の見える
居場所をつくります。

・アーカイブコアは、一般開架の階高の中
で、多層のフロアを計画します。

・利用者フロアと同レベルの部分は内部の
資料にアクセスしやすい計画とします。

都市スケールのラージフレーム／人のスケールのアクティブプレート

・ラージフレームは、その大きなスケー
ルによって都市の拠り所となり、将来
の周辺施設整備もふまえた都市インフ
ラネットワークの起点となります。

・ヒューマンスケールに分節されたアク
ティブプレートは、駅や周辺施設との
連続性をつくり出し利用者をやわらか
く迎え入れます。

活動と情報との接点（インターフェイス）を増やす空間のヒダ

活動と情報の動的な関係をつくる実空間と情報空間の考え方

・利用者フロアの中央にアーカイブコアを配置し、アクセ
スしやすい空間とします。その廻りに開架や活動の空間
をゾーニングし、相互の関係性が生まれる空間とします。

・関連がある分野の開架資料と書庫資料を隣接させること
で、定期的に資料を相互に移動させることを容易にし、
動的な関係を生み出します。

・開架と活動空間を一体的に計画し、興味のある資料に関
連した知的創造活動が生まれやすい空間とします。

・新図書館での活動や情報は、物理的な資料としては中央
の「アーカイブコア」に、デジタル資料としては「ポー
タルサイト」にアーカイブされる仕組みをつくります。

・館内の空間で実際に触れる情報をきっかけにポータルサ
イトにアクセスし、関連する情報に出会うといった実空
間・情報空間がつながる仕組みをつくります。

・県立図書館では、開架は直近 10～20 年、閉架はそれ以
前の図書をストックすることが一般的で、書庫内の図書
はブラックボックス化しやすい傾向があります。

・豊富な書籍を備えた県立図書館ならではの空間として、
アーカイブコア内で「開く書庫」と「閉じる書庫」とい
う段階性をつくり、開架資料との動的な関係を生み出し、
多くの資料がアクティブな状態をつくります。

南側からのファサードイメージ

活動や情報の視覚化

平面構成イメージ

実空間と情報空間への情報の蓄積

ヒダ状のインターフェイス

駅や周辺施設とのネットワークイメージ 駅や周辺施設と接続する

■開架と閉架を横断する資料の循環を生み出す■内部やテラスの活動を視覚化する

■アーカイブコアの資料を視覚化する

■書庫・開架・交流が交わる空間構成

■県民の興味や関心が段階的に蓄積される
　「アーカイブコア」と「ポータルサイト」

・各フロアの平面は、ラージフレームを拠り所にして、アー
カイブコア、開架、活動空間がヒダ状に絡み合う空間と
します。また、スキップフロア状の構成によって、層と
層のつながりを生み出し一体感のある空間とします。

・情報と活動の接点を増やすことで、新たな興味や関心が
生まれ、知的創造につながる空間とします。

アーカイブ
コア

開架

開架

開架テラス

テラス

（様式９）技術提案書（一次） 参加者番号 100

0 0 1 . M A R U 。 a r c h i t e c t u r e
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第 4章　参加者の技術提案書

アーカイブコア

1F

2F
2.5F

3F

5F

4F

5.5F
6F

1.5F

管理フロア

利用者フロア
【5層】

管理
開架
保存

設計完了ホールド
ポイント

ホールド
ポイント

ホールド
ポイント

ホールド
ポイント

ホールド
ポイント

コストチェック
R5.09

図書作成

申請

詳細仕様検討

事前協議 事前協議

概算 調整積算

一般図
基本仕様検討

一般図確定

積算

行政
協議

設計
工程

与条件
整理

0908 0503 0706 07R4.04

サービスエリア
鉄骨フレーム

耐震ブレース

15x12m12m

15m

〃

〃 〃 〃

〃

8x8m

PCa フレーム

アーカイブコア

大スパンによる
最小限の免震装置

経済スパンの
鉄骨造

開架スペースに影響しない
耐震ブレース

地震力を負担する
PCa造

St 柱を
受ける小梁

鉄骨フレーム

15x12m

8x8m

PCa フレーム

アーカイブコア
A1: 水平換気

クール
トレンチ

C3: 個別空調

A4: 太陽光発電
B3: 高断熱化B4: 守られた保存エリア

B2: 高断熱複層硝子

C3: タスクアンビエント照明

C4:BEMS

C1: 居住域空調

B1: 日射制御

A2: 自然採光

A3: 地下水利用

アーカイブコア

地下水

テラス

卓越風を利用した
水平換気

段階的な温熱環境

奥行きの浅い自然光が
届く閲覧スペース

アーカイブコア

［管理技術者］ ［総合設計担当主任］
県立図書館の設計実績や図書館に関する著書 図書館や大規模複合施設の実績

専門協力事務所

［積算主任］

［構造主任］

総合エンジニアリング事務所 全国規模の積算事務所

［電気主任］

［機械主任］
公共建築や大規模施設の構造設計実績

公共建築や大規模施設の積算実績

図書館を含む環境配慮型建築の実績

公共建築を始め幅広い施設の実績

層の厚いバックアップ

-20
空調熱源

一般

本計画

空調熱搬送 給湯 照明ｺﾝｾﾝﾄ
動力 その他 太陽光発電

0 20 40 60 80 100
(%)

55％省エネ
20％創エネ

電気設備工事

空調設備工事

衛生設備工事

昇降機設備工事

直接工事費合計

共通仮設費
諸経費

消費税

合計

直接仮設工事 家具工事

外構工事

コスト
コントロール幅

接続デッキ工事

太陽光発電設備工事

100,000

12,200,000

1.1%

3,100,000 34.7%

1,600,000 17.9%

1,000,000 11.2%

1,000,000

1,000,000

100,000

540,000

430,000

1,200,000

11.2%

1,200,000 13.4%

400,000 4.5%

100,000 1.1%

16,372,400

1,488,400

610,000

2,074,000

躯体工事

外部仕上げ工事

内部仕上げ工事

金額

(千円 )

構成比
（本体） 付帯工事他本体工事 金額

以下の 3つの工夫によって、ランニングコ ストへの影響
の大きい運営費用を縮減します 。
①メインフロアを 5 層に集約
②主出入口を 2箇所に集約し、BDS 管理を効率化
③利用者動線や管理動線を踏まえた適切な IC 機器
　（自動貸出機、自動返却機等）の配置

庇窓面

外壁・窓面の汚れを防ぐ

メンテナンス
し易い位置

長寿命・メンテナンス
フリーの素材

点検しやすい
集約型設備スペース

高耐久性素材を使用屋根面

バルコニー室内床
設備室

室内壁・天井 庇
窓面

同種実績を中心に公共施設の経験を活かす体制

PCのラージフレームと経済スパンの鉄骨フレームによる合理的な構造計画

・プレキャストコンクリートによる、大
スパン整形グリッドのラージフレーム
を地震力を担う大きな骨格として構成
します。耐震ブレースは、中央の書庫
スパン内に設置し、開架の平面に影響
しない計画とします。

・これに取り付く、鉄骨造のフレームは、
地震力を負担しないため、小径で合理
性の高い部材断面とし、自由度の高い
計画が可能となります。

・環境負荷の少ない中央に書庫を配置し、
周辺を開架、その外側にテラス、とい
う 3 段階の温熱環境の構成とすること
で、外壁面や空調設備の仕様を合理化
した計画とします。

・中央に書庫を配置することで、周辺の
開架の奥行きを 15m 程度に抑え、自然
採光を取り込みやすい計画とします。

・免震化によって、本の落下による二次
災害や設備機器の損傷を防止します。

・PC フレームは、大スパン構造とするこ
とで、コストが大きくかかる免震装置
を極力少なくします。

・免震化により、上部構造の地震力負担
を軽減し、躯体量を低減します。

・公共施設や大規模施設、図書館設計の経験と実績が豊
富なチーム体制とし、コストコントロールの重要なポ
イントをふまえた設計を行います。

・世界規模の総合エンジニアリング事務所、全国規模の
積算事務所との協働により、層の厚いバックアップ体
制を活かして取り組みます。

・設計段階毎の重要な節目にホールドポイントを設定し、
管理技術者が中心となって手戻りのない着実な工程管
理を実施します。

・設計の初期段階から定期的に概算工事費の算出を行い
ます。早期から繰り返し概算を行うことで、大枠から
詳細へと着実に仕様を具体化します。

・鉄骨フレームは、経済性の高い 8m ス
パンによって構成します。

・また、階高は「開架を高く、閉架を低
く」など、適材適所に計画します。

・書架配置のモジュールと構造スパンを
整合させることで、無駄の少ない平面
レイアウトを可能とします。

確実にコストをコントロールするチェックフロー

静岡の自然環境のポテンシャルを活かした省エネルギー建築

データによるコスト分析の徹底
・経験豊富な積算主任技術者が中心となってコスト実績
値や最新の物価動向を分析し、同種・同規模施設のコ
ストデータをふまえ、適切なバランスとなるような計
画とします。

・設計プロセスの中での様々な要望への対応や、社会情
勢の影響による物価変動リスクへの対応をふまえ、直
接工事費の 1 割程度のコストコントロール幅を持ちな
がら計画を進めます。

・コストインパクトの大きい躯体コストについては、徹
底した規格化・合理化を行います。

・各種仕上げについては、必要な性能に対しての費用対
効果の高いものを選定します。

・設備関連は、イニシャルコストとランニングコストの
バランスを考慮して仕様を決定します。

仕様の合理化

図書館運営の効率化によるコスト低減

合理的な階高設定とフロアのゾーニング

・階高の大きい開架エリアと、階高の小さい閉架を組み
合わせ、合理的な断面計画とします。

・集密書庫、事務室などは、利用者フロアと別にするこ
とで、使いやすく、効率の良い運営が可能となります。

省エネ+創エネで一次消費エネルギーを 25%に大幅に削減
・省エネの徹底と、広い屋根面を活用した太陽光発電による創エネによって、使用エ
ネルギーを 25%以下に削減するNearlyZEB を目指します。

高メンテナンス・高耐久による LCC、LCCO2 低減

・外周部に庇を兼ねたバルコニーを設け、窓面の清掃を
容易としメンテナンス費を抑制します。

・屋根材や外装材の仕様は耐久性を高め、将来改修コス
トを抑制します。これによって、維持管理費を低減し、
LCC( 生涯コスト )、LCCO2( 生涯二酸化炭素排出量 ) を
低減する計画とします。

■大きな骨格が効率的に耐震要素を担い、小径部材を中心とした経済的な構造計画を実現 ■書庫から外側への段階的な温熱環境

■奥行きの浅い平面による自然採光

■免震装置の最小化と上部構造の合理化 ■経済スパンの採用による部材の合理化

A 自然エネルギー利用

A1 卓越風を利用した自然換気

A2開架エリアの自然採光

A3地中熱エネルギーの利用

A4広い屋根面の太陽光発電

B1深い庇による日射の制御

B2高断熱複層硝子の採用

B3屋根面の高断熱化

B4中央に配置した書庫

C1大空間の居住域空調

C2個室は合理的な個別空調

C3タスクアンビエント照明

C4 BEMS の採用

B 環境負荷の抑制 C高効率機器の採用

イニシャルコストの低減

コストコントロール

ランニングコストの低減（光熱水費） ランニングコストの低減（維持管理・運営費）

構造平面ダイヤグラム

構造断面ダイヤグラム

体制表 コストチェックフロー図

環境平面ダイヤグラム 断面構成ダイヤグラム

窓まわり断面３つの分野で徹底的な省エネルギー化を実施 一次消費エネルギー削減の対比率

環境断面ダイヤグラム

コストバランスの想定表

（様式 10）技術提案書（コスト管理方針） 参加者番号 100

0 0 1 . M A R U 。 a r c h i t e c t u r e
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総記 
 図書館 

図書 書誌学 

百科事典 

一般論文 講演集 

逐次刊行物 年鑑 

学会 団体  研究調査機関 ジャーナリズム 新聞 

叢書 全集 

哲学 
 哲学各論 

東洋思想 

西洋哲学 
心理学 倫理学 

宗教 

神道 仏教 
キリスト教 

歴史  日本史 

 アジア史．東洋史 

ヨーロッパ史．西洋史 アフリカ史 
北アメリカ史 

南アメリカ史 
オセアニア史 伝記 地理  地誌  紀行 

社会科学 
政治 

法律 

経済 

財政 

統計 社会 

教育 
風俗習慣　民俗学 

国防 軍事 

数学 

物理学 

化学 天文学．宇宙科学 

地球科学　地学　地質学 
 生物科学 一般生物学 植物学 

動物学 医学　薬学 

技術　工学 

建設工学 土木工学 建築学 

機械工学　原始力工学 

電気工学　電子工学  海洋工学 船舶工学  兵器 軍事工学 
金属工学　鉱山工学 化学工業 

製造工業 家政学 生活科学 

産業 
農業 

園芸 造園 

蚕糸業 

 畜産業　獣医学 林業 
水産業 

商業 

運輸 交通 
通信事業 芸術 

彫刻 

絵画 書道 
版画 写真 印刷 工芸 音楽  舞踏 

演劇 映画 

スポーツ 体育 諸芸　娯楽 

言語  日本語 中国語  東洋の諸言語 
英語 

ドイツ語 フランス語 スペイン語 
イタリア語 ロシア語 

 その他の諸言語 

日本文学 
中国文学 東洋文学 英米文学 

ドイツ文学 

フランス文学 
スペイン文学 

イタリア文学 
ロシア文学 

その他の諸文学 

諸芸　娯楽 

世界とつながる
自由な個

自由な個のインタラクション

地域

世界

Cloud

Field

知の拡がりを表象
する�大な空間

自由な個が
集合��する
新しい社会を
はぐぐ�図書館

本を介した
コミュニケーションの場

�頭脳�

�身体�

ー新しい自由な社会に向けて四角い雲を浮かべる

Cloud と Field を組み合わせた, 新しい時代の図書館を提案します. 大きな空気の広がりを持つ建築が, 富士山や新幹線がつくる大

きなスケール感に連なる景観をつくります.

Cloudとは,読み,考える個人が本という窓を通じて世界とつながる場所です.四角い大きな雲の中に広がる,深い森のような空間は,

内向性 （孤独） と外向性 （世界と繋がる） を併せ持つ知の集蔵体であり, 情報化時代の広大な知の拡がりを表象します.

Field とは, 読み,行動する人々がリアルな身体を介してつながる, 拡張された図書館です. 街にダイレクトに繋がるオープンな場所は,

可動の家具によって時々に変化します.本や情報を媒介にして生まれる関心のコミュニティを通じて,新しい地域社会がはぐくまれます.

Cloudが頭脳だとするなら ,Field は身体に喩えられます. そのような二つの場がお互いに見えながら隣接し , インタラクションを起こ

す建築. 世界に開かれた眼を持ち, 権力に盲従しない自由な個が, リアルな身体を介して繋がりあう, 私たちの時代の新しい自由な

社会に向けた図書館が生まれるでしょう.

関節光に満たされたほの明るい空間 （Cloud） からは、 吹抜を介して Field の様子が垣間見えます
小さな窓から入る直射日光は時間ごとに移り変わるため本の日焼けを防止します

四角い雲は東静岡地区の大きなスケール感に連なる景観をつくります。 空中に浮かんだ知の広がりを持つ Cloud と街や広場と地続きに連続する Field によりが関心のコミュニティを通じて新しい地域社会をはぐくみます

雲のような外観は富士山やグランシップのような自然物と人工物と調和します

駅から続くブリッジから直接アクセスでき、
外部テラスを経由して外部広場～グランシップ前広場へと繋がります

全天候広場

Cloud

Field

富士山

グランシップ

東静岡駅

ペデストリアンデッキ

カフェ

（様式 8）技術提案書 ( 表紙 )（様式 8）技術提案書 ( 表紙 ) 参加者番号 007

第 4章　参加者の技術提案書

0 0 7 . 平 田 晃 久 建 築 設 計 事 務 所
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グランシップ

駅�通り

CLOUD

FIELD

60m

40m

グランシップ広場

全天候広場

3,700m

492km
東海道新幹線

400m

Pedestrian Deck
Kids

Library
Exhibition

Archive

外部広場
内部広場

護��社

東静岡駅

Arena内部空間の
ネットワーク

外部空間の
ネットワーク

HallLibrary
情報社会で�ら�らに
なった個を結び�ける

Cloud

Field

Cloud
Field外とつながる

動く家具
Float

Library

or

vs

or

Theatre Museum Gym

柱のある大空間 読むこと / 個 or�� �柱の大空間 視ること / ��

柱

Library

グランシップ

マンション

形のない形

丘

松

山

Archive

潜在的な関心の
コミュニティ

Feed Back

A

B
D

C

様々なイベント

C C C F

F

F

 2 Cloud( 読み / 考える場所 ) と Field( 読み / 行動する場所 ) がインタラクトする新しい図書館を提案します
2  

新しい図書館像

1  
景観構成の一部となる外観デザイン1. 富士山や周辺建物が形づくる景観構成にふさわしい, 親しみ深い外観をつくります

1-A 大きいことースケールの広がりを
      感じさせる外観をつくります

2-C 風景で人々を結びつける図書館をつくります

2-D 本と情報に媒介された出来事の場をつくります

2-E 動く家具によって変化するランドスケープ

2-A 熱負荷が小さく感染症に強い,巨大な空間をつくります 2-B 天気や時間,季節の移ろいを感じられる森のような空間をつくります

1-B 広場と大空間のネットワークで
      点を面に変えます

1-C 「形のない形」で自然と人工の
      景観をつなぎます

1-D 親しみやユーモラスさを感じる,
      人々のシンボルをつくります

1-E 浮遊する建築が地域社会を
      はぐくみ,つなぎます

1-F 情報化と脱炭素の時代を画する
      新しいシンボルをつくります

この場所はグランシップや新幹線 , 東海道
や富士山と向かい合う, 日本全体や地球, 空
へと広がる大きなスケールを感じさせる場
所です. そのスケール感にふさわしい, 大き
くて明確に視認できるシンボルをつくります.

Cloudは抑制された静かな光を感じる場所です.
開口率は 10% 以下 , 高断熱の箱とすることで
熱負荷を抑え,居住域空調と合わせて省エネル
ギーかつ巨大な空間をつくります.高低差を利用
して箱ごとに頻度の高い換気を行い , 感染症に
も強い計画です.また Fieldは外周はガラスなが
ら,Cloud の影に守られた安定した環境です .

Cloudの大空間は, 空間に散在する柱や梁に窓から
の日光が差し込み , 刻一刻と変化する森のような場
所です. 劇場や体育館とは異なる, 本と向かい合う個
が一つの場を共有する場だからこそ生まれる, 新し
い公共空間を目指します .

Field は Cloud に収められた本や資料
を企画展示のように部分的に取り出し ,
ディスプレイする場所であり , その周り
には関連する様々なアクティビティを
発生します . また , 情報技術との連携
によって , 本が媒介する潜在的な関心
のコミュニティを顕在化させ現実のイベ
ントにしたり, 地域社会を育む変化する
出来事のプラットフォームとなります .

Field は Cloud の凹凸によって変化する天井高を持つ場所ですが ,
床はフラットであり, 車輪等によって動く家具（＝フロート）によって ,
自由にレイアウトが変化する現代的でアクティブな場所となります .

この図書館の北東には富士山の風景
が広がります, 雲のような分節によって,
どの場所からも富士山を感じることの
できるようにします .

図書館 , グランシップ , スポーツ施設が連
携して面的な拡がりをつくることが重要で
す. 大きな内部空間を持つ図書館によって ,
外部広場だけでなく内部広場（大空間） の
特徴づけとネットワークが明確になります .

雲や自然物のようにも , 四角いビルのよう
にも見える形を提案します. 富士山や丘陵 ,
松のような自然景観と , グランシップや超
高層マンションのような人工物の中間の
様相を持った外観を目指しました .

大きくかつ権威的でない外観 , 大らかで許
容力があり , ユーモラスですらあるような姿
を目指します . 図書館は力に盲従しない自
由な人々のための場です. それにふさわしい
新しい公共建築の存在感を提案します .

Cloud は空中に浮かび, その下の Field は
街や広場と地続きに連続し, 地域のつなが
りをつくる様々なイベントの場となります .
持ち上げる構造はまた , 柱上免震によって
地震に強い構造をつくると共に, 杭本数を
最小化して低コスト化に寄与します .

Cloud は情報化時代の知の拡がりを表す分
かりやすいシンボルとなります. また, いわゆ
るガラス建築をこえた, 熱負荷を最小化する
開口部を抑えた建築に , これまでにない表
情を与えます. 気積の大きさは感染症対策
にも寄与します .

Plan S:1/1,500

Short Section S:1/2,000

3F

2F

1F 4F

5F 6F

一般閲覧

展示

デッキ

壁で囲われ直射日光
のあたらない展示室

多目的

一般閲覧

学習室

地域

ふじみ

閲覧室にも外部にもアクセス
しやすい

こども

一般閲覧

フレキシブルな平面計画で
多方面からの通り抜けが可能

スタッフエリア
と一般エリア
の明確な区分

広場

駐輪場

駅に対して開いた
古代東海道広場

Float( 移動式書架 ) が利
用者の活動に自由に適応

一般閲覧と大空間を共有する
ブランチとしての諸室配置

大きく高い吹抜をもつ
性格の異なる閲覧スペース

各諸室へのアクセス
を最短距離で確保

大きな吹抜を
介したこども
スペースへの
接続

縦方向の短い動線による
合理的な閉架書庫

へのアクセス

壁で囲われた空間とし,
貴重書を保護 健康コーナー

との連携

富士見
スペース

ワンフロアに広く伸びやか
に展開する一般閲覧

東静岡駅

富士山への眺望

メンテナンス性
に優れた金属
パネルを採用

壁の面積を増やすことで断熱性
を担保し冷暖房負荷を軽減

ポツ窓によって直射日光を
最小限とし本の日焼けを防ぐ

日時ごと季節ごとの日照環境
を感じることができる

守られた閉架 ・ 開架書庫

新幹線やグランシップ, 東海道のスケール 敷地周辺の内部・外部広場のネットワーク

多方向に開いた新しい図書館が, 地域の活動を活発化させます

自然物 ・ 人工物にも調和する形 浮いたボリュームが, 多方向から人を受入れ, 結び目としての図書館をシンボライズします 関心のコミュニティをを通じて, 地域社会とつながります

中間層免振とすることで掘削
量を減らし, コスト削減

居住域空調により大
空間のロスを削減

視線の抜け
新しい図書館と Cloud をつなぐ

Box ごとに換気を
する感染症対策

様々なイベントが可能な
全天候屋根下広場

静岡の長い日照時間
を生かした太陽光発電

①開口をよく制した高断熱の箱

②気積が大きく , 箱ごとにショートスパン
で空気を循環させる感染症に強い空間

一般(駅から)

一般
(駅から)

富士見
テラス

一般(駐輪場 )

一般(駐車場)

一般
(バス停)

搬入

C

C’

B

B’

A

A’

Field

Cloud

A A’

B B’

C C’

Cloud

Field

機械室

児童室

公開書庫

公開書庫

一般閲覧室

一般閲覧室

設備スペース

地域資料貴重書展示

一般閲覧室

（様式 9）技術提案書 (1次 ) 参加者番号 007

第 4章　参加者の技術提案書
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（様式 10）実施方針書 ( コスト管理方針 ) 参加者番号 007

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

空調熱源 空調熱搬送 給湯 照明コンセント
動力 その他

一般図書館

本図書館

（省エネ法基準）

一次エネルギー
消費量試算

29.0

14.6 6.82.3 13.3 3.3 8.5

20.0 3.0 32.0 4.0 12.0

少

52.5％削減

ファシリ

テーター

ワークショップ

Check!

静岡県

市民

建築設計事務所

構造積算 設備 防災
ランド

スケープ

多くの図書館設計
の経験を持つ。
経験年数 20 年

積算担当者

総括責任者 主任技術者

意匠担当者

積算担当者は積算事務所と綿密に連絡を行う

経験年数 25 年 経験年数 16 年

③経済スパンの整形な構造体

①大きな空間を最小限の鉄骨でつくる ①適切な外皮性能と熱負荷の最小化

②自然エネルギー利用と高効率システム

①外壁は内側から施工します

静岡の豊かな環境ポテンシャルが支える環境配慮型図書館

②内部足場は鉄骨梁を利用

③ZEB Readyの実現

②免震・杭基礎の効率化

巨大に 「見える」 建築をコストの中で実現します

コストマネージャーを配置し段階的にコスト管理します

③吊り足場を用いて天井を仕上げます

事務所内にコスト担当者を配置します

公共の図書館を設計したことのある経験
年数２０年の積算担当者を配属し、 コス
トを配慮しながら設計をすすめます。
設計担当者は国内外の図書館や公共
施設を設計した実績を持つ者を配属しま
す。 ２０代の若い担当者も加えることで
幅広い層に対応した設計を行います。
繁忙期にはスタッフの増員も行い、 設
計を進めます。

段階的にコストを確認します

設計段階にあわせて、 その時期にあっ
たコスト管理、 調整を行います。 詳細
設計に進むにつれ、 関係者が増え、
目的金額にあわせて調整を行います。
様々な人たちの意見を統合して VE を行
い計画的に設計を進めます。

この案を一見するだけだと、巨大なヴォリュームをコストの中
で実現するのが困難に見えるかもしれません。しかし、標準的
な階高より大きな気積を持つ部分は全体面積の1/8にすぎま
せん。この1/8をカバーする以下のような工夫によって、この
建築はコスト内で実現できます。

大空間を持つBOX では窓面積
率が 10% 程度、建物全体でも
25%と 基準より小さく計画し熱
負荷の最小化を図っています。
高い断熱 ・ 気密性能の確保
はもとより、窓の配置や大きさ
は、 コンピュータシミュレーショ
ンを通じ自然通風、 自然採
光、 眺望、そして熱負荷の組
み合わせからそれぞれが最
適となるよう計画します。

支持層が深く長尺の杭が必要となるため、 中間免震層を支持
する大きな柱直下に杭を集中的に設けることで、 杭基礎の必
要範囲を最少化することでコスト削減をはかります。 中間層免
震は水位の高い敷地でも掘削量も少なく施工的に有効です。

Cloud 部分の BOX は、 大空間でありながら大スパンではない
図書館建築の特徴を活かし、 繊細な柱 ・ 梁 ・ ブレースによる
シンプルな構成で軽量で剛性の高い鉄骨造とします。 大きな箱
の連続体を１階レベルの大きな柱で支持し、 この大きな柱の上
部で中間層免震とします。

一年を通じ豊かな日照、 温
暖な外気温、そして南北をむ
すぶ風の軸。静岡の豊かな気
候風土を屋内外に活用します。
方位に応じた配置の窓から
は、 季節や時間の移ろいを
感じる柔らかな光が差し込
み、 南北に流れる自然通風
が省エネにも感染症対策にも
貢献します。 豊富な地下水
はカスケード （段階的） 利用
により床輻射冷暖房など高効
率な空調システムに貢献し、
屋根には太陽光発電パネル
が敷設されます。

適切な外皮性能、 省エネ、
創エネをバランスよく採用し、
また維持管理しやすい機器配
置や保守費を低減する材料
の使用に努めます。 静岡だ
からこそ実現できるさまざまな
環境技術を組み合わせ、 一
次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 は▲
52.5% で ZEB ready を実現で
きることを試算しています。

BOX 群は基本グリッドを共
通かつ連続とすることで、
流通材で合理的な接合部の
繰り返しによって経済的に構
成します。

・ 自然換気

・ 自然採光
（白い壁）

・ 輻射熱空調

・ 太陽光パネル

・ 地下水のカスケード利用

提案

一般

中間層免震

これらの工夫によって、今回の建築に
不可避な増額要因を踏まえても、以下
のグラフに示すような配分で、予算内
にこの案を実現できます。左グラフは
私たちの経験を踏まえた標準的な図
書館の建設コストと工事区分ごとの配
分です。右グラフは標準コストからの
項目ごとの増額分と根拠です。いずれ
も概算ではありますが、このような配
分を保ちながら段階ごとに項目ごとの
増減を調整・管理することで、首尾よく
コスト内で案を実現できると考えます。

増金額合計
+40 億

高架などで使われる吊り足場を採用して、 総
足場をさけ、 最小限の仮設足場で天井を仕
上げます。

無足場アルミカーテンウォールパネルを採用
することで内側から外壁を固定します。 外部
足場は不要とします。

構造体であるラーメン構造の鉄骨梁を利用し
て、 最小限の足場で施工します。 外壁沿い
の梁は高さ４ｍごとに入れることで剛性を高
め、 同時に足場として利用します。 外壁の
ユニットアルミパネルは断熱材＋仕上材が取
り付き、 内部仕上を簡略化させます

100 億
(165万/坪)

標準的な
図書館

41 億

設備大空間を最小限の仮設でつくる

作業足場を確保

10ｍ

10ｍ

キャンティレバー＜３ｍ

RC 柱（Field)

S 梁（Cloud）

S 柱（Cloud）

ブレース

杭の集中配置

手摺

外壁パネルには片側
に断熱材も取付き、
内壁の仕上も兼ねる

外壁側のみ４ｍの高さ
ごとに梁が入る

単調な立体格子の構造体
を利用して内側の足場を
兼ねる

外壁パネル 提案
開口率 25％ 40％開口率

一般

外壁飛行船のような構造を合理的につくる構造

大スパン

Fierd

小スパン

Cloudは飛行船のような構造

Cloud

杭の集中配置

地盤掘削量小

基礎免震
地盤掘削量大

暖房負荷 (MJ/m2・年)

断熱厚
(mm)

250

25

50 5 25 40 65
500

42％削減

冷房負荷 (MJ/m2・年)

窓面積率
　(%)

窓面積率
　(%)

断熱厚
(mm)

250

25

50

500
5 25 40 65

窓面積率・断熱厚と冷暖房負荷

Cloud 
10％

Field
100％

（平均）

S 柱

RC 柱

S 梁
内壁用足場は既製品
の手摺と斜材等のみ
計上される

7/8 1/8
高い階高の部分

＝2700 ㎡

標準的な階高の部分

＝17300 ㎡

約４倍

の階高

第 4章　参加者の技術提案書
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「文化創造の丘陵」の頂上のなだらかな起伏を持つ「空のテラス」のイメージ
。谷津山、富士山、日本平といった地域全体の風景にやわらかく囲まれます。

テーマ1 景観構成の一部となる計画地にふさわしい外観デザイン テーマ2 新県立中央図書館整備計画に基づく新しい図書館像

エリア全体のランドスケープに参加する丘陵のような形の新
県立図書館は、街や富士山と呼応しながら、多様な景観をつ
くり出します。それらの景観と「学び」が重なり合い、人々
は新県立図書館で新しい経験に出会います。

東静岡大橋に至る交差点からのイメージ。新県立図書館が南東側に大きくセッ
トバックして、ペデストリアンデッキの上に浮かぶ富士山の眺望を確保します。

ペデストリアンデッキの先にある従来の図書館入口前のイメージ。上階のスラ
ブによりフレーミングされて富士山が絵のように現れます。

7階の一般閲覧スペースから６階の子ども図書研究室前のテラス越しに街を見
たイメージ。東静岡の街と富士山と共に書物に親しみ、学びます。

街や富士山と呼応する「文化創造の丘陵」 人々の多様な集まり方から生まれる新しい図書館、新しい「学び」
みんなで集まって同じ経験を共有したり、ひとりひとりが思い思いに過ごしたり、人々の多様な集まり方が建築をつく
ります。大きな場所、小さな場所、明るい場所、暗い場所などの多様な居場所が自由に連続して、様々な出会いが生ま
れ、新しい「学び」が広がります。

ペデストリアンデッキから従来の図書館のレセプションに進むとその先の吹き
抜け越しにオープンコラボレーションスペースが広がり街につながります。

街側のエントランスを入ると、オープンコラボレーションスペースに迎え入れ
られ、吹き抜けを通して、3階のブラウジング、4階の駅側のエントランス、駅
に向かうペデストリアンデッキへとつながります。

オープンコラボレーションスペースで立ち止まって上空を見上げると 、空にた
なびく雲のように様々なプログラムの場所が浮かんでいます。

駅側のエントランスから入ると、すぐ下に緩やかにくぼんだブラウジングスペ
ースが広がり、人々が思い思いに過ごすことができます。上に広がる従来の図
書館と下に続く新しいタイプの図書館をブラウジングスペースがつなぎます。

「新しいタイプの図書館機能」と
「従来の図書館機能」がブラウジ
ングエリアによりつながります。

街のエントランスから駅のエント
ランス（レセプションレベル）へ
とつながります。

レセプションを囲うように、
各プログラムが立体的に配置
されます。

街からレセプションへは、
アプローチテラスを通って
、風景を楽しみながら回遊
し、アクセスできます。

オープンコラボ
レーション 情報発信

直営管理

学習室

地域資料

レセプション

テーマ別配架

多目的ホール

直営管理

東静岡駅

児童室 子ども図書研究室

書架/閲覧席
個別研究席

読み聞かせ

サイレントルーム

ブラウジング/新聞閲覧

展望テラス

展望テラス

緑のテラス

谷津山テラス

アプローチ
テラス各種ラボ

遺構テラス

南口ロータリー

ペデストリアンデッキ

展望テラス

緑地広場

空のテラス

書架/閲覧席

書架/閲覧席
イベントテラス

様々な奥行きのあるスラブは施設利用者の休憩や日常的な憩
いの場となるテラスになります。同時に深い庇を作り、室内か
らの眺望を持ちながら、快適な熱・光環境を生み出します。

駐輪場

カフェ/ラウンジ
緑地広場

ブラウジング

オープン
コラボレーション

各プログラムがお互い見え、
人々の交流が生まれます。

展望テラス

空のテラス

レセプション
アプローチテラス

従来の図書館機能

地域資料
児童室

レセプション 管理
管理地域資料

児童室

書架/閲覧

書架/閲覧
書架/閲覧

テーマ別書架 子ども図書研究
書架/閲覧
書架/閲覧

書架/閲覧
書架/閲覧

緩やかに傾斜したスラブで
は、ひとりひとりが自由に
場所を見つけ、快適な時間
を過ごせます。

ひさし下空間と緑地広場が連続します。

静岡の澄んだ空
に大きく開いた
「空のテラス」
では、人々が思
い思いの快適な
時間を過ごせま
す。

静かなテラス

カフェ

新しいタイプの図書館機能
従来の図書館機能

保存エリア
管理・共有エリア

レセプション

テーマ別配架
各種ラボ

ブラウジング

多目的ホール

レセプション新しいタイプの
図書館機能

防火シャッター及び防火区画壁（また
はガラス）により面積区画をする。機
能・運用上のセキュリティはもとより
、災害からの資料の保全と安全な避難
を最優先として計画します。

各階にあるテラスは、平時は
来館者の憩いの場となり、災
害時には地上まで通じる外部
避難経路ともなります。

街のエントランス

（上階）

（上階）

施設の内外に様々なテラスをつくりながら、立体的な動線を
作り出します。新県立図書館内の各プログラムとともに、街
に対して有機的な関係をつくりだします。

参加者番号 012（様式９）技術提案書（１次）
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工事予算に対して、先々の建設市場動向を見込んだ目標コストを常に想定し、実施設計段階の積算業務時のズレを
最小限に抑えるコスト管理を基本設計段階から行い、迅速で柔軟な対応を行います。
実施設計期間が１年間と想定されていることから、基本計画のみならず、実施設計に段階においても中間報告とし
て、概算工事費の算出を行うことで、建設市場動向を分析・把握し、柔軟なコスト状況の確認と対応を行います。
建設市場動向の調査と確認を行う際には、建設地域の実際の市場動向や物価を綿密に把握し、工事入札時のコスト
感覚のズレを最小限に抑えるよう努め、発注条件や予定価格に適切に反映します。
工事費の算出を行う際には、コスト配分計画の立案をもとに、比較確認とチェックができる資料を作成し、静岡県
や各関係機関の方々との客観的な分析と議論が行えるプラットフォームを作ります。
実施設計段階の積算業務時にコストのズレが見受けられた際には、複数案による速やかなVE検討・調整を行い、計
画案の品質とスケジュールを保ちながら、適正な工事予算を算出します。

● コスト管理方針について
1.

2.

3.

4.

5.

設計業務時におけるコスト管理体制及び方針 提案施設の想定する仕様概要
● 構造種別について
大地震時後においても、継続利用が可能な基礎免震構造を
採用します。上部架構は6.3mグリッドに鉄骨柱を設け、効
果的にスパン可能なRCボイド付きフラットスラブ構造を採
用し、階高を抑えた架構計画とします。コア部に加え、随所
にブレースや耐震壁を設け、水平力を免震層まで伝達する架
構です。免震層は積層ゴム免震とすべり支承を併用し、また
比較的軸力の小さい低層部は装置や杭を間引きコスト削減
を図ります。

● 外装仕様について
外装仕上げは施設の特徴と印象を決定づける非常に重要な
要素と考えます。東静岡から広がる地域の陸の玄関口、富士
山への眺望、賑わいの創出、交流を誘発する空間、といった
本施設のあり方に基づき、外壁面は複層ガラスをベースと
した、透明な立面を提案します。室内が見通せる外観は、親
しみやすさを感じられる雰囲気を作ります。積み重なるスラ
ブがつくる日差しを遮る深い庇、静岡県の伝統産業である
掛布や浜松主染染めなどを取り入れたカーテンの検討といっ
た組み合わせと、季節・時間と方角を考慮した太陽光のシ
ミュレーションを行うことで、不透明な外壁面をバランス
よく配置し、コスト・メンテナンス性・省エネルギー・デザ
インのバランスのとれた外壁仕様を目指します。

● コスト管理体制について
これまで図書館に限らず、庁舎、美術館、体育館、ホールなど、多岐にわたる公共施設の設計を協働してきた設計事
務所と専門家集団によるプロジェクトチームです。建築設計統括技術者及び建築設計技術者が、基本設計段階から実
施設計までを通して、一貫して品質とコストを管理します。配置予定の各主任技術者のみならず、防災計画コンサルタ
ントやランドスケープデザイナーとも協働し、各専門の技術者の豊富な知識と経験をもとに、データや根拠に裏打ち
された綿密なコスト管理計画を立案し、適正なコストに納まる設計に仕上げます。

● 空調設備仕様について
空調計画については、気温・湿度・放射温度などを総合的に
考慮し、快適な体感温度を創出します。床輻射冷暖房とペリ
メータ吹出方式を採用し、居住域空調を確立し、空調消費
エネルギー縮減を図ります。
換気計画について、各室にCo2センサーを設置し、滞在人数
に合わせた充分な換気量を確保することで、エネルギー消費
の効率化を図りながら、常に適切な量の新鮮外気を循環さ
せます。中間期は積極的に外気を直接導入することで、エネ
ルギー消費の縮減を図ります。

機械設計主任技術者
建築設計統括技術者

設計企業

建築設計主任技術者
構造設計主任技術者

電気設計主任技術者

協力会社

コスト管理主任技術者

ランドスケープデザイナー

静岡県

教育委員会
議会 など

令和4年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

令和5年度
5月 6月 7月 8月 9月

基本設計

実施設計

積算

建築許可

計画通知

コスト管理

● コスト管理業務スケジュール

防災計画コンサルタント

概算１ VE検討・調整

● その他の仕様のコスト管理方針
1.  使用する建材の種類をできる限り限定することで、建材スケールメリットを追求します。
2. 一般普及品建材の選択＝競争原理が働く建材を選定することで、単価の抑制を図ります。
3. 適正な階高の設定と、効率的な天井内設備機器等の配置を徹底することで、躯体と内装材の数量低減に努めます。
4. 機器類の耐久性を規格化し、同一仕様の物を採用することで、機材の互換性向上による維持管理費の低減します。
5. 太陽光･自然風･雨水といった自然環境エネルギーの有効利用による省エネルギー化を図り、光熱費を低減します。
6. 現場塗装品の縮減検討を行い、鉄部は耐候性処理を施し、塗替えとその仮設費を低減します。
7. メンテナンス･バリアフリー対策として、機器･計測器は脚立で点検交換できる配置として保守費を低減します。
8. メンテナンスと改修作業を想定し、天井や床は容易に点検が行えるシステムを採用し、作業効率を向上します。
9. 主体構造と設備機能が分離した計画とし、設備機器や配管更新時に主体構造が干渉しない計画とします。
10. 建設市況変化に柔軟対応するため、予算枠厳守を最重要視し、比較可能な複数のオプションを常に検討します。

構造解析図

架構ダイアグラム

フラットスラブ 積層ゴム ＋ すべり支承

太陽光シミュレーション

各関係機関

報告

確認
連携

プロジェクトチーム

概算２

実施設計開始時に
基本設計報告書をもとに
課題と方針を整理します

1年に渡る実施設計期間
に中間報告として概算
見積を作成します

市場動向に柔軟に対応し
迅速な調整を行います

フラットスラブ

基礎免震

鉄骨柱

ダンパー

既成杭

積層ゴム+すべり支承

耐震コア ブレース

総括

連携

（様式１０）実施方針書【コスト管理方針】 参加者番号 012

0 1 2 . 妹 島 和 世 建 築 設 計 事 務 所
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55　SHIZUOKA PROPOSAL SHIZUOKA PROPOSAL　56

■ZEB Readyカーボンニュートラルへ向けて

大地震時の躯体被害と加速度を低減

性能向上 補助金活用

コストDOWN

＋
ZEBを達成するための設計プロセス

設備容量低減
計画合理化

設備高度化 更なる環境技術でカーボンニュートラルへ
ZEB Ready

断熱性能向上・南～西面にかけての日射遮蔽・開口面積制限

設備容量設定の見直し・外皮性能向上に伴う空調容量減・設計照度の緩和・内部発熱量見直し等

空調機械室の隣接配置・シンプルで効率的な設備ルート

タスク&アンビエント・高効率機器・LED照明・木質バイオマス等

B
E
I
値

1.0

0.9

0.8

0.7

0.6

0.5

0

外皮性能の向上

更なる環境技術で省エネルギー促進

適切な設備容量の設定 実績値+10%程度の
能力で計画

イニシャルコスト
ランニングコスト
設備スペース
経年劣化への配慮

従来
設計
ピーク
能力

提案
ピーク
能力

実績
ピーク
能力

未使用分

南海トラフ地震の強さと周期特性

ZEB Ready達成に建物の外皮と設備の性能向上は不可欠で
す。室内への熱の侵入を抑制するために外装仕様・表面
積・開口計画（日射制御計画）により外皮性能向上を図る
ことで、熱負荷が抑制され空調設備コストは低減に繋がり
ます。性能とコストを両立する最適バランスを維持するよ
う、設計担当とコスト担当によるトータルマネジメントを
行いCASBEE静岡S、ZEB Ready達成した上で、カーボン
ニュートラルを目指します。ライフサイクルで投資コスト
を回収できるよう省CO2に対しコストパフォーマンスの高
い環境技術を優先的に採用します。

ZEB Readyでは評価外となる太陽光発電などの創エネル
ギー設備や自然換気・自然採光などのパッシブ技術を採用
することでBELS認証の数値以上の省エネルギー性能実現を
目指します。
太陽エネルギー利用設備、木質バイオマス利用設備などは
補助金制度を活用し導入コストを1/2～2/3に抑制します。
各種エネルギー計測と共にクラウド型EMSを活用し運用・
設備運転を改善することでランニングコスト削減効果の向
上を図ります。・書架の耐震・免震対策コストを削減

・上部構造の躯体コストを削減
・基礎免震と比べ、掘削土量とEXP.Jを削減
［更なるコスト削減提案］
・摩擦杭の採用（杭長の縮減）
・杭頭半剛接工法の採用
　（杭頭モーメントの削減）

設計時の選定能力が過大
にならないよう豊富な運
用データの知見を生かし
過不足ない容量の設備計
画を行います。

書架の地震被害事例

人命と本を守るために

独自の建設物価指数の推移

160.0

140.0

120.0

100.0

90.0
1980 1990 2000 2010 2020

保存するコストデータ規模

年間に
保存する
コストデータ

大手施工会社の
年間受注額（5社合計）

5兆円

約20％

計画地計画地

SZ1

SZ2

SZ3

免震耐震

卓越周期
1秒～3秒
卓越周期
1秒～3秒

周期[秒]

 擬
似
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
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m
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]

耐震構造
建物の変形

△

△

△

免震構造
免震層の変形 建物の変形

免震部材

免震層

アイソレータ

ダンパー

◎

◎

◎

地盤との共振により地震力が増幅
大地震時には被害を許容する必要有

地盤との共振を免れ、
大地震時の被害を最小限に

壁やブレースが通常以上に必要
計画の自由度の制限が多い

地震エネルギー吸収部材を免震層に集約
計画の自由度が高まる

耐震性

空間の
自由度

地震後
の復旧

書架の転倒や図書の散乱が想定
復旧に多くの費用と期間が掛かる

書架の被害が生じないと想定
機能維持し、復旧の費用と期間を削減

大無
損傷の程度

アイソレーターで浮かせ、
ダンパーで地震エネルギーを吸収

建物の硬さと強さで地震に抵抗

建物の重量を支え、
水平に柔らかく動く

地震エネルギーを吸
収し、揺れを抑制

SZ1
SZ2
SZ3

設計業務時におけるコスト管理体制及び方針

■専門力と豊富な経験を活かした取組体制
強みを活かした協働体制によるプロジェクトチーム
魅力的なデザインを提案する意匠チームと、豊富な実績と
最先端の技術を有するエンジニアリングチームからなる設
計チームを、圧倒的なデータ量と分析力を駆使するコスト
マネジメントチームがコスト面から的確にリードし、三位
一体となってプロジェクトを推進します。
偏りのないコスト情報を共有するためのコスト窓口
要望と設計チームの提案をコストの観点から翻訳し、偏りの
ない情報に基づき意思決定いただけるよう、設計チームとは
別に、コストに関わるコミュニケーション窓口を設けます。
工事種別毎のコストマネジメント専門家が参画
官庁積算の経験豊富な建築・電気・機械それぞれのコスト
専門家が、専門性を活かし緻密なマネジメントを行います。
またコスト管理主任技術者が全体最適化を図り、統一感の
あるコストマネジメントを行います。

■精緻なコスト管理を実現する情報量と技術力■トータルコストマネジメントによる総事業費の最適化

■デザイン、性能、コストを担保するパラレルプロセス

設計の各段階に適した漸進的コストマネジメント
与条件と提案を踏まえたコストモデルを初期段階で構築し
ます。コストインパクトの大きい項目は、初期から数量算
出や参考見積徴集などを行います。設計の進捗に従い確定
する変動要素を順次モデルに取込み精緻化します。仕様選
択の際はコスト比較の提示により意思決定を支援します。
総事業費の最適化を見据えたコストマネジメント
付属施設・家具備品を含む事業費全体が、コス
トと品質の最適なバランスになるようマネジメ
ントします。また、イニシャルコストの抑制だ
けではなく、竣工後の消費エネルギー、修繕計
画など将来的なコストに配慮した高品質な計画
を行いランニングコストの安定化を見据えたラ
イフサイクルコストの最適化を目指します。

随一のコストデータと経験
年間1兆円を超えるコストデータをはじめ
国内随一の情報量と経験をもとに、客観的
で説得性のある工事費概算算出や性能比較
のシミュレーションを行います。
コスト変動リスクを早期発見する豊富な実績
年間数百件を超える実績にもとづき、プロ
ジェクト初期からコスト変動要因を的確に
抽出するとともに、進捗に伴い出現するリ
スクを早期に発見し対処します。
建設市況を予測する分析力
独自分析した建設物価の変動予測を活用し
て、建設市況の先行きを把握し、トータル
コストマネジメントに活用します。

■計画地の地震環境と対策提案
南海トラフ地震に関する国交省の技術
的助言によると、計画地では1秒～3秒
の周期帯に強いパワーを持っているた
め、建物を長周期化して地震の卓越周
期を免れることができる免震構造を提
案します。高い耐震性能と床応答加速
度の低減により、図書館の安全性の確
保と機能維持を実現します。さらに、
災害復旧に要する費用と期間が削減で
き、壁やブレースが減ることで建物内
のフレキシビリティが向上します。

デッキレベル下に免震層を
設けた中間層免震を提案し
ます。免震上部の従来型の
図書館では、貴重図書を含
む多くの本を大地震から守
ります。地上レベルの新し
いタイプの図書館では、駅
前の外部空間とのつながり
を実現するため、免震によ
り縁を切らずに一体利用が
可能な計画となります。
鉄骨造として建物を軽くす
ることで地盤への負荷を軽
減し、基礎コストの削減を
図ります。

提案施設の想定する仕様概要

コストチェックのタイミング・目的・手法

コストマネジメント11
12

■性能向上とコストダウンを並行してマネジメントする

■機能と整合した中間層免震の計画

コストDOWN

性能向上

設計体制とコストマネジメント体制

（様式 10）実施方針書【コスト管理方針】 参加者番号
0 2 2

0 2 2 . C + A ・ ア イ ダ ア ト リ エ ・ 日 建 設 計 （ エ ン ジ ニ ア リ ン グ ） 設 計 企 業 体
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